
令和元年 7 月 29 日 

総務建設経済常任委員会 勉強会 

 

１.吾妻山 

・中里口には民家があり、車の通行は難しいのではないか。 

・管理棟の駐車場の台数を増やせないのか。 

・中里口の道路は以前より、細くなっている。広げられないか。 

・ハイキング的な要素が強いが、山の活用を考えるにはシャトルなど 

アクセスが必要。イベントの開催などを考えたい。 

・山西側からは勾配が急なので、アクセスが難しいのでは。 

・釜野からは地権者がいて説得が難しいのでは。 

・年間を通しての山の活用と集客を考えたい。 

・共生社会を考えてのバリアフリー化。 

・石碑の移設は考えられないか。 

・マスコミに取り上げてもらう回数を増やす。 

・役場から上がって左側に寄付をされた土地がある。この土地を利用して 

 アクセスを検討したことがある。 

・梅沢口からケーブルという案もあった。 

・各アクセスの費用はどのくらいか調査が必要。 

・ラディアンにシャトルバスや電気自動車、ゴルフ場のカートを駐車し、 

 山の頂上まで送迎。 

・中里口の道路整備をする。 

・現状で可能、不可能なことはどのようなことなのかを執行者側に確認したほうが良いのでは。 

・道路通行の制限の確認を執行者側にする。 

・吾妻山再生協議会を作ってはどうか。 

・補助金の調査が必要。 

・シンボルを作る、木の伐採などにクラウドファンディングの活用を提言。 

・募金箱もリニューアルしたらどうか。 

・菜の花ウォッチングのパンフレットに募金ＱＲコードを入れる。（ＰａｙＰａｙ） 

・企業からの協賛金はもらえないのか。 

・木の剪定はどのようになっているのか。 

 

 

2.鳥獣被害 

・農業への被害を目的に、調査研究をしたらよいのでは。 

 

○何がネックになって、できないのかを職員に確認、勉強したらよいのでは。 

○鳥獣被害については、正式委員会後の勉強会で職員に状況、被害、対策内容を確認。 

 

・正式委員会：8/19 

・大磯・中井の役場に鳥獣被害について調査をする。9 月決算定例会終了後に実施予定。 

 


